
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

九
九

１　

は
じ
め
に

日
本
語
の
受
身
文
と
中
国
語
の
受
身
文
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
中
国
語
の
受

身
文
は
基
本
的
に
人
間
が
主
語
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
主
語
が
何
ら
か
の
動
作

に
よ
っ
て
、
被
害
、
迷
惑
を
被
る
こ
と
を
表
す
。
一
方
、
日
本
語
の
受
身
文
は
人

間
以
外
の
も
の
が
主
語
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
被
害
、
迷
惑
の
意
味
を
表
す
と
は

限
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
例
文
で
確
認
す
る
（
以
下
、
例
文
の
a
は
日
本

語
文
で
、
b
は
そ
の
中
国
語
訳
文
で
あ
る
。
日
本
語
文
と
中
国
語
訳
文
で
は
主
語

に
一
重
下
線
を
、
動
詞
に
波
線
を
、
中
国
語
の
受
動
標
識
に
二
重
下
線
を
付
す
）。

（
1
）
a
．
太
郎
は
花
子
に
殴
ら
れ
た
。

　
　

b
．
太
郎 

被 

花
子 

打 

了
。

（
2
）
a
．
会
議
は
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　

b
．
会
议
在
大
阪
召

。

日
本
語
の
受
身
文
は
、（
1a
）
に
示
し
た
と
お
り
、
動
詞
「
殴
る
」
の
未
然
形

に
受
身
の
助
動
詞
「
れ
る
」
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
作
ら
れ
る
。
動
作
主
体
「
花

子
」
は
助
詞
「
に
」
で
示
さ
れ
、動
作
対
象
「
太
郎
」
は
主
語
の
位
置
に
置
か
れ
る
。

次
に
、
中
国
語
の
受
身
文
を
見
て
い
く
。
中
国
語
は
形
態
変
化
が
な
い
の
で
、
受

身
を
表
す
た
め
に
、
受
動
標
識
を
用
い
る
。（
1b
）
で
は
「
被
」
字
が
受
動
標
識

で
あ
る
。
受
動
標
識
の
前
に
あ
る
「
太
郎
」
が
動
作
対
象
で
、
受
動
標
識
の
後
に

あ
る
「
花
子
」
が
動
作
主
体
で
あ
る
。「
殴
る
」
に
対
応
す
る
中
国
語
動
詞
は
「
打
」

で
あ
る
。（
1b
）
で
主
語
「
太
郎
」
は
「
殴
る
」
と
い
う
動
作
の
影
響
に
よ
っ
て
、

被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

次
に
、（
2a
）
を
見
る
と
、
日
本
語
受
身
文
の
主
語
は
「
会
議
」
で
人
間
で
は

な
い
。
人
間
が
主
語
で
な
い
場
合
で
も
、
日
本
語
で
は
受
身
文
で
表
す
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、「
開
催
さ
れ
る
」
が
（
2b
）
で
「
召

（
開
催
す
る
）」
と
訳
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
人
間
が
主
語
で
な
い
場
合
、
中
国
語
訳
文

で
は
受
身
文
に
な
ら
ず
に
、
能
動
文
に
な
る
。

日
本
語
の
受
身
文
と
中
国
語
の
受
身
文
に
は
、こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
た
め
、

日
中
対
訳
小
説
に
お
け
る
受
身
文
の
対
応
性
に
つ
い
て

―
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
を
対
象
と
し
て

―
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日
中
対
訳
小
説
に
お
け
る
受
身
文
の
対
応
性
に
つ
い
て

一
〇
〇

中
国
人
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
、
日
本
語
受
身
文
は
習
得
が
難
し
い
文
法
項
目

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
語
の
受
身
文
と
中
国
語
の
受
身
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
和
語
動
詞
が
多
く
、
漢
語
サ
変

動
詞
を
扱
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

漢
語
の
中
に
は
、
日
本
語
と
中
国
語
と
で
同
じ
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
日
中
同
形

語
が
あ
る
。
日
中
同
形
語
は
、
漢
字
表
記
が
同
じ
で
あ
る
が
、
意
味
用
法
な
ど
の

異
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
に
も
当
て
は
ま
る
。
例
え

ば
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
含
意
（
す
る
）」
は
、
中
国
語
で
も
「
含
意
」
と
表
記
さ

れ
る
。
日
本
語
の
「
含
意
（
す
る
）」
は
他
動
詞
で
あ
る
が
、
中
国
語
の
「
含
意
」

は
名
詞
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、日
本
語
で
は
受
身
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

中
国
語
で
は
受
身
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
語
が
あ
る
た
め
、

漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
は
中
国
人
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
、
和
語
動
詞
の
受

身
文
よ
り
も
一
層
難
し
く
な
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
は
、
中
国
人
日
本

語
学
習
者
に
と
っ
て
非
常
に
難
し
い
文
法
項
目
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究

が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
状
況
を
考
え
る
と
、
ま
ず

日
本
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
中
国
語
訳
文
と
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
、
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
語
の
小
説

と
そ
の
中
国
語
訳
本
を
資
料
と
し
て
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語

訳
文
と
の
対
応
関
係
を
調
査
す
る
。

２　

先
行
研
究

受
身
文
に
関
す
る
日
中
対
照
研
究
は
大
き
く
二
つ
の
面
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、日
本
語
の
受
身
文
が
中
国
語
で
も
受
身
文
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
文
法
条
件
が
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
で
、
大
河
内

（
一
九
八
三
）、
楊
（
一
九
八
九
）、
中
島
（
二
〇
〇
七
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
日
本
語
の
受
身
文
は
中
国
語
で
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
の
研
究
で
、
飯
嶋
（
二
〇
〇
七
）、
何
（
二
〇
一
二
）、
梅
（
二
〇
一
六
）
な

ど
が
あ
る
。
後
者
の
研
究
の
う
ち
、
何
（
二
〇
一
二
）
は
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身

文
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
何
（
二
〇
一
二
）
の
概
要
を
紹
介
し
、
問

題
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

何
（
二
〇
一
二
）
は
、『
日
中
辞
典
』（
講
談
社
）
のCD

-ROM

を
資
料
と
し
て
、

日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
五
〇
九
例
を
収
集
し
て
い
る
。
こ
の

五
〇
九
例
を
対
象
に
、
日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語

訳
文
と
の
対
応
関
係
と
、
中
国
語
訳
文
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
使
用
状
況
の
二

つ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
、
日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の
対

応
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
1
の
よ
う
な
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

何
（
二
〇
一
二
）
は
中
国
語
訳
文
を
大
き
く
「
能
動
文
」「
受
身
文
」「
無
対
応
」

に
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
受
身
文
を「〝
被
〞構
文
」「〝
被
〞以
外
の
受
動
マ
ー
カ
ー

構
文
」「
非
情
物
＋
自
動
詞
構
文
」
に
、
能
動
文
を
「
動
作
主
不
明
」「
動
作
主
あ

り
」
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
表
1
の
「
非
情
物
＋
自
動
詞
構
文
」
に
つ

い
て
、
中
国
語
で
は
受
身
文
と
し
て
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
（
何
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一

二
〇
一
二
：
一
三
二
）、
本
当
に
受
身
文
と
言
え
る

の
は「〝
被
〞構
文
」と「〝
被
〞以
外
の
受
動
マ
ー
カ
ー

構
文
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

表
1
で
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
対
応
す
る
中

国
語
能
動
文
は
、
動
作
主
あ
り
能
動
文
と
動
作
主
不

明
能
動
文
で
、
合
わ
せ
て
一
〇
九
例
（
21
・
4
％
）

で
あ
る
。
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
対
応
す
る
中

国
語
受
身
文
は〝
被
〞構
文
と〝
被
〞以
外
の
受
動
マ
ー

カ
ー
構
文
と
な
り
、合
わ
せ
て
二
五
二
例
（
49
・
5
％
）

で
訳
文
数
の
ほ
ぼ
半
分
に
な
る
。

訳
文
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
使
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
収
集
し
た
受
身
文
五
〇
九
例
の
中
に
、
日
中

同
形
語
は
異
な
り
語
数
で
三
一
〇
語
用
い
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
一
三
九
語
（
44
・
8
％
）
が
中
国
語

訳
文
に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
日
中
同
形

語
が
使
用
さ
れ
た
訳
文
の
文
数
は
二
二
六
例
（
44
・

4
％
）
で
あ
る
。
中
国
語
訳
文
に
お
け
る
日
中
同
形

語
の
使
用
は
異
な
り
語
数
、
中
国
語
訳
文
の
文
数
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
四
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

何
（
二
〇
一
二
）
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
日
本

語
と
中
国
語
の
語
義
の
ず
れ
、
品
詞
性
の
不
一
致
、

言
語
環
境
の
変
化
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に

日
中
同
形
語
は
中
国
語
で
受
身
文
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
、『
北
京
大
学
コ
ー
パ
ス
』（

1
）を
用
い
て
確
認
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
何
（
二
〇
一
二
）
は
日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞

の
受
身
文
に
つ
い
て
種
々
の
面
か
ら
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
に
挙

げ
る
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
調
査
資
料
と
し
て
辞
書
を
用
い
る
点
で
あ
る
。
辞
書
の
用
例
は
実
例
で

は
な
い
た
め
、
日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
の
使
用
実
態
を
正
確
に

反
映
し
て
い
な
い
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
説
な
ど
作
例
で
は
な
い
言
語
資

料
を
資
料
と
し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
、
調
査
対
象
を
日
中
同
形
語
の
漢

語
サ
変
動
詞
に
限
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
研
究
の
現
状
と
し
て
、
そ
も
そ
も
日
本

語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
中
国
語
と
の
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
日
中
同
形
語
に

限
ら
ず
、
広
く
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、

能
動
文
の
分
類
方
法
に
適
切
で
な
い
点
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
（
3
）
の
分
析
で
、
主
語
と
動
作
主
と
を
混
同
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
3
）
a
．
こ
の
文
集
に
は
卒
業
生
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
　

b
．
这
本
文
集
凝
聚
了
全
体
毕
业
生
的
情
怀
。

何
（
二
〇
一
二
：
一
三
六
）
で
は
、（
3b
）
を
「
受
身
文
で
空
間
を
表
す
場
所

が
動
作
主
と
し
て
抽
象
的
な
名
詞
に
訳
さ
れ
た
能
動
文
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し

か
し
、（
3b
）
の
「
这
本
文
集
（
こ
の
文
集
）」
は
主
語
で
あ
る
が
、「
凝
聚
（
凝

縮
す
る
）」
の
動
作
主
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

表 1：日中同形語の漢語サ変動詞の受身文と中国語訳文との対応関係

（何 2012：132 に基づく）



日
中
対
訳
小
説
に
お
け
る
受
身
文
の
対
応
性
に
つ
い
て

一
〇
二

３　

調
査
資
料
と
方
法

本
稿
の
資
料
は
、
村
上
春
樹
『1Q84

』
と
そ
の
中
国
語
訳
本
（
施
小

 

訳
）

で
あ
る
。
何
（
二
〇
一
二
）
で
は
辞
書
を
資
料
と
し
て
い
た
が
、
本
稿
は
実
例
か

ら
用
例
を
収
集
す
る
。

本
稿
は
漢
語
サ
変
動
詞
の
日
本
語
受
身
文
が
、
中
国
語
に
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、中
国
語
訳
文
を
「
能
動
文
」「
受

身
文
」「
そ
の
他
」
に
分
類
す
る
。
能
動
文
は
主

語
あ
り
能
動
文
と
主
語
な
し
能
動
文
に
分
け
る
。

「
受
身
文
」
の
分
類
は
高
橋
（
二
〇
一
七
）
に
よ

り
、
表
2
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

次
に
、
表
2
に
よ
り
中
国
語
受
身
文
を
説
明

し
て
い
く
。
高
橋
（
二
〇
一
七
）
は
中
国
語
受

身
文
を
「
被
字
句
」「
意
味
上
の
受
身
文
」「
語

彙
的
受
身
文
」の
三
類
に
大
別
し
た
。「
被
字
句
」

と
は
受
動
標
識「
被
」を
用
い
た
受
身
文
で
あ
る
。

動
作
対
象
が
主
語
「
我
（
私
）」
で
、
動
作
主
体

が
「
他
（
彼
）」
で
、
動
作
が
「
打
（
打
つ
）」

で
あ
る
。「
意
味
上
の
受
身
文
」
と
は
受
動
標
識

が
な
い
受
身
文
で
あ
る
。動
作
対
象「
衣
服（
服
）」

が
「
洗
（
洗
う
）」
と
い
う
動
作
の
影
響
に
よ
っ

て
き
れ
い
に
な
っ
た
（
干
净
了
）
と
い
う
意
味

を
表
し
て
い
る
。「
語
彙
的
受
身
文
」
と
は
受
動

標
識
「
受
到
」
な
ど
を
用
い
る
受
身
文
で
あ
る
。
動

作
対
象
が
主
語
「
我
（
私
）」
で
、
動
作
主
体
が
「
老

师
（
先
生
）」
で
、
受
動
標
識
に
「
受
到
」
を
用
い
て

い
る
。
他
の
受
動
標
識
と
し
て
「
遭
到
」「
挨
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
下
、
高
橋
（
二
〇
一
七
）
の
分
類
に
基
づ
い
て
、

日
本
語
小
説
『1Q84

』
と
そ
の
中
国
語
訳
本
を
資
料

と
し
て
、
日
本
語
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の

中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
を
調
査
し
て
い
く
。

４　

調
査
結
果

４
・
１　

何
（
二
〇
一
二
）
と
の
比
較

日
本
語
版
『1Q84

』
に
は
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身

文
が
四
一
四
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

三
九
四
例
（
95
・
2
％
）
が
直
接
受
身
文
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
漢
語
サ
変
動
詞
の
直
接
受
身
文

を
対
象
に
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
、
日
本
語
受
身
文
が
中
国
語
訳
文
で
能
動
文

と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
か
、
受
身
文
と
し
て
訳
さ
れ

て
い
る
か
と
い
う
対
応
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

調
査
結
果
を
表
3
に
示
し
た
。

表
3
で
は
漢
語
サ
変
動
詞
の
直
接
受
身
文
と
対
応

す
る
中
国
語
訳
文
を
大
き
く「
能
動
文
」「
受
身
文
」「
そ

表 2：中国語受身文の種類

表 3：漢語サ変動詞の直接受身文とその中国語訳文の構文
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一
〇
三

の
他
」
の
三
つ
に
分
け
た
。
さ
ら
に
「
能
動
文
」
は
主
語
あ
り
能
動
文
と
主
語
な

し
能
動
文
に
、「
受
身
文
」
は
「
被
字
句
」「
意
味
上
の
受
身
文
」「
語
彙
的
受
身
文
」

に
分
類
し
た
。

表
3
で
最
も
多
い
の
は
能
動
文
で
二
二
〇
例
（
55
・
8
％
）
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
主
語
あ
り
能
動
文
が
一
六
四
例
あ
り
、
全
体
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
。
受
身

文
は
一
六
〇
例
（
40
・
6
％
）
あ
り
、
そ
の
う
ち
被
字
句
は
一
一
一
例
で
、
全
体

の
約
三
割
で
あ
る
。

次
に
、
訳
文
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
使
用
状
況
を
見
て
い
く
。
日
本
語
版

『1Q84

』
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
サ
変
動
詞
の
直
接
受
身
文
に
は
異
な
り
語
数
で

一
九
九
語
の
日
中
同
形
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
一
七
語
が
中
国
語

訳
文
に
も
用
い
ら
れ
る
。
日
中
同
形
語
が
使
用
さ
れ
た
中
国
語
訳
文
の
文
数
は

二
〇
八
例
で
あ
る
。
以
下
、
例
文
で
説
明
す
る
。

（
4
）
a
．  

集
金
人
は
駆
け
つ
け
た
警
官
に
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　
　

b
．  

收
款
员
被
随
后
赶
到
现
场
的
警
察
当
场
逮
捕
。

（
5
）
a
．  

一
度
レ
タ
ス
は
冷
凍
さ
れ
て
解
凍
さ
れ
た
ら
、
ぱ
り
ぱ
り
と
し

た
食
感
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　
　

b
．  

生
菜
一
旦
冻
过
再
解
冻
，
便
会
失
去
脆
生
生
的
口
感
。

（
6
）
a
．
そ
の
よ
う
に
し
て
均
衡
が
維
持
さ
れ
た
。

　
　

b
．
就
这
样
，
平
衡
得
到
了
维
持
。

（
4a
）
の
日
中
同
形
語
「
逮
捕
さ
れ
」
は
、（
4b
）
で
「
逮
捕
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

日
中
同
形
語
「
逮
捕
（
す
る
）」
は
訳
文
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。（
5a
）
の
日
中

同
形
語
は
「
冷
凍
さ
れ
」
と
「
解
凍
さ
れ
」
二
つ
で
あ
る
。「
解
凍
さ
れ
」
は

（
5b
）
で
「
解
冻
」
と
訳
さ
れ
、
訳
文
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
冷
凍
さ
れ
」
は

（
5b
）
で
「
冻
」
と
訳
さ
て
お
り
、
訳
文
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。（
6a
）
の
日
中

同
形
語
「
維
持
さ
れ
」
は
、（
6b
）
で
「
維
持
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
訳
文
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
何
（
二
〇
一
二
）
の
調
査
資
料
は
辞
書
で
あ
り
、
本
稿
で
用
い
た
小

説
『1Q84

』
と
は
資
料
の
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
調
査
結

果
と
何
（
二
〇
一
二
）
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
の
調
査
結
果
と
何
（
二
〇
一
二
）
と
を
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の

中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
、
訳
文
に
も
使
用
さ
れ
た
日
中
同
形
語
の
異
な
り
語

数
の
割
合
、
日
中
同
形
語
が
使
用
さ
れ
た
訳
文
の
文
数
の
割
合
、
の
三
つ
の
面
か

ら
比
較
す
る
。

ま
ず
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
に
つ
い

て
比
較
す
る
。
結
果
は
表
4
の
通
り
で
あ
る
。

表
4
を
見
る
と
、
何
（
二
〇
一
二
）
で
は
受
身
文

五
〇
九
例
の
う
ち
、
お
よ
そ
半
数
（
49
・
5
％
）
が

中
国
語
で
も
受
身
文
で
訳
さ
れ
て
い
る
。
能
動
文
で

訳
さ
れ
た
も
の
は
約
二
割
程
度
で
あ
る
。
一
方
で
、

本
稿
の
調
査
で
は
受
身
文
三
九
四
例
の
う
ち
、
中
国

語
受
身
文
で
訳
さ
れ
た
も
の
は
約
四
割
に
と
ど
ま
り
、

能
動
文
で
訳
さ
れ
た
も
の
が
55
・
8
％
を
占
め
て
い

る
。次

に
、日
中
同
形
語
の
使
用
に
つ
い
て
何
（
二
〇
一
二
）

表 4：  中国語訳文に関する本調査と
何（2012）の比較



日
中
対
訳
小
説
に
お
け
る
受
身
文
の
対
応
性
に
つ
い
て

一
〇
四

と
本
稿
と
を
比
較
す
る
と
表
5
と
表
6
の
通
り
で
あ

る
。
表
5
で
は
、
日
本
語
文
に
用
い
ら
れ
た
日
中
同
形

語
の
異
な
り
語
数
と
中
国
語
訳
文
に
も
用
い
ら
れ
た
日

中
同
形
語
の
異
な
り
語
数
を
示
し
、
表
6
で
は
、
日
本

語
受
身
文
の
文
数
と
日
中
同
形
語
が
使
用
さ
れ
た
中
国

語
訳
文
の
文
数
を
示
し
た
。

表
5
を
見
る
と
、
何
（
二
〇
一
二
）
で
は
三
一
〇
語

の
日
中
同
形
語
の
う
ち
、
一
三
九
語
（
44
・
8
％
）
が

訳
文
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
調
査
結
果
で
は

一
九
九
語
の
日
中
同
形
語
の
う
ち
、
一
一
七
語
（
58
・

7
％
）
が
訳
文
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
表
6
を
見
る

と
、
何
（
二
〇
一
二
）
で
五
〇
九
例
の
う
ち
、
二
二
六

例
（
44
・
6
％
）
が
日
中
同
形
語
を
使
用
し
て
い
る
。

本
稿
の
調
査
で
三
九
四
例
の
う
ち
、
二
〇
八
例
（
52
・

8
％
）
が
日
中
同
形
語
を
使
用
し
て
い
る
。

表
5
と
表
6
か
ら
見
れ
ば
、
何
（
二
〇
一
二
）
で

訳
文
に
も
使
用
さ
れ
た
日
中
同
形
語
の
異
な
り
語
数

の
割
合
と
、
日
中
同
形
語
が
使
用
さ
れ
た
訳
文
の
文

数
の
割
合
は
45
％
程
度
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
い
ず

れ
も
五
割
を
超
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
日
中
辞
典
』
を
資
料
と
し
た
何

（
二
〇
一
二
）
と
小
説
『1Q84

』
を
資
料
と
し
た
本
稿

で
は
、
日
本
語
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の

対
応
関
係
、
中
国
語
訳
文
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
使
用
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
調
査
資
料
に
文
脈
が
あ
る
か
ど
う
か
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ

る
。
辞
書
に
は
文
脈
が
な
く
、
辞
書
の
用
例
は
意
味
用
法
の
説
明
に
あ
た
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
に
お
け
る
用
例
は
物
語
の
展
開
に
応
じ
て
実
作
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
説
に
お
け
る
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
は
中
国
語
に
訳

す
と
き
、
中
国
語
訳
文
で
も
文
脈
と
の
か
か
わ
り
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
文
脈
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
日
本
語
受
身
文
と
そ
の
訳
文
と
の

対
応
関
係
、
中
国
語
訳
文
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
使
用
に
つ
い
て
、
何

（
二
〇
一
二
）
と
本
稿
に
は
上
述
の
差
異
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

４
・
２　

漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
訳
文
の
対
応
関
係

本
節
で
は
、漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
の
主
語
と
動
作
主
の
特
徴
に
着
目
し
て
、

中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
を
見
て
い
く
。

漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
は
主
語
が
有
情
物
か
無
情
物
か
、
動
作
主
が
示
さ
れ

て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、「
有
情
主
語
動
作
主
あ
り
」「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」

「
無
情
主
語
動
作
主
あ
り
」「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け

る
。
中
国
語
訳
文
は
「
能
動
文
」「
受
身
文
」「
そ
の
他
」
に
分
類
す
る
。
日
本
語

受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
の
対
応
関
係
を
示
し
た
の
が
、
表
7
で
あ
る
。

表
7
で
日
本
語
受
身
文
を
見
る
と
、
数
が
最
も
多
い
の
は
「
無
情
主
語
動
作
主

な
し
」
で
二
四
四
例
で
あ
り
、
そ
の
次
は
「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」
で
九
二
例

で
あ
る
。
そ
の
二
つ
タ
イ
プ
を
合
わ
せ
る
と
三
三
六
例
で
、全
体
の
八
割
に
な
る
。

そ
こ
で
、「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」
に
つ
い
て
、

対
応
す
る
中
国
語
訳
文
を
見
て
い
く
と
、「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
す

表 5：異なり語数に関する比較表 6：訳文の文数に関する比較



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

一
〇
五

る
中
国
語
訳
文
は
能
動
文
が
一
七
一
例
で
、

七
割
を
占
め
て
い
る
。「
有
情
主
語
動
作
主

な
し
」
と
対
応
す
る
中
国
語
訳
文
は
受
身
文

が
六
七
例
で
、同
じ
く
七
割
を
占
め
て
い
る
。

「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
す
る

能
動
文
一
七
一
例
の
う
ち
、
主
語
あ
り
能
動

文
は
一
二
二
例
（
七
割
）
で
、
主
語
な
し
能

動
文
は
四
九
例
で
あ
る
。
一
方
、「
有
情
主

語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
す
る
受
身
文
六
七

例
の
う
ち
、
被
字
句
は
五
九
例
（
七
割
）、

意
味
上
の
受
身
文
は
一
例
、
語
彙
的
受
身
文

は
七
例
で
あ
る
。

以
下
、「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対

応
す
る
主
語
あ
り
能
動
文
と
、「
有
情
主
語

動
作
主
な
し
」
と
対
応
す
る
被
字
句
に
つ
い

て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
く
。

ま
ず
、「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対

応
す
る
主
語
あ
り
能
動
文
で
は
一
二
二
例
の

う
ち
、
日
本
語
文
の
主
語
が
そ
の
ま
ま
訳
文

の
主
語
に
な
る
文
は
一
〇
六
例
で
あ
り
、
主

語
が
補
わ
れ
た
文
は
一
六
例
で
あ
る
。

以
下
、
日
本
語
文
の
主
語
が
そ
の
ま
ま
訳

文
の
主
語
に
な
る
文
に
対
し
て
、
例
文
で
説

明
し
て
い
く
。

（
7
）
a
．  

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
言
語
も
作
り
変
え
ら
れ
、
今
あ
る
言
葉
も
意

味
が
変
更
さ
れ
て
い
く
。

　
　

b
．
与
之
对
应
，
语
言
也
要
更
改
，
现
有
的
语
言
，
意
思
也
要
改
变
。

（
8
）
a
．  

一
九
四
一
年
に
独
ソ
戦
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
鉄
道
と
シ

べ
リ
ア
鉄
道
を
乗
り
継
ぎ
で
、

　
　

b
．  

一
九
四
一
年
苏
德
战
争
爆
发
前
，
经
这
条
铁
路
转
乘
西
伯
利
亚

铁
路
，
… 

（
9
）
a
．
そ
れ
が
い
つ
尽
き
る
と
も
な
く
反
復
さ
れ
る
。

　
　

b
．
这
将
永
无
休
止
地
重

。

（
7b
）（
8b
）（
9b
）
で
主
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
意
思
（
意
味
）」「
苏
德
战
争
（
独

ソ
戦
）」「
这
（
そ
れ
）」
で
、
元
の
日
本
語
文
の
主
語
と
同
じ
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
無
情
物
で
あ
る
。
ま
た
、
元
の
日
本
語
文
が
表
す
意
味
も
被
害
、
好
ま
し
く
な

い
と
い
っ
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
国
語
で
は
受
身
文
に

し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、（
7b
）（
8b
）（
9b
）
で
動
詞
「
改
变
（
変
更
す
る
）」「
爆
发
（
開
始
す
る
）」

「
重

（
反
復
す
る
）」
は
、
自
動
詞
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、（
7b
）

（
8b
）（
9b
）
は
自
動
詞
文
で
「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
自
動
詞
文
は
九
一
例
（
八
割
）
で
あ
る
。

（
10
）
a
．  
前
に
言
っ
た
よ
う
に
、我
々
の
生
き
て
い
る
世
界
に
と
っ
て
も
っ

表 7：各種類の日本語受身文と中国語の対応関係



日
中
対
訳
小
説
に
お
け
る
受
身
文
の
対
応
性
に
つ
い
て

一
〇
六

と
も
重
要
な
の
は
、
善
と
悪
の
割
合
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
　

b
．  

我
前
面
说
过
，
对
我
们
生
活
的
世
界
来
说
最
重
要
的
，
是
善
与

恶
的
比
例
维
持
平
衡
。

（
11
）
a
．
そ
の
焦
点
は
牛
河
の
目
に
固
定
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

　
　

b
．
焦
点
牢
牢
对
准
牛
河
的
眼
睛
。

（
12
）
a
．
世
界
の
仕
組
み
は
い
つ
も
ど
う
り
に
維
持
さ
れ
た
。

　
　

b
．
世
界
的

造
依
然
维
持
原
样
。

（
10b
）（
11b
）（
12b
）
で
主
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
善
与
恶
的
比
例
（
善
と
悪
の
割
合
）」

「
焦
点
（
焦
点
）」「
世
界
的

造
（
世
界
の
仕
組
み
）」
で
、
日
本
語
文
の
無
情
主

語
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、（
10b
）（
11b
）（
12b
）
で
動
詞
「
维
持
（
維
持
す
る
）」「
对

准
（
固
定
す
る
）」「
維
持
（
維
持
す
る
）」
の
目
的
語
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
平
衡
（
バ

ラ
ン
ス
）」「
眼
睛
（
目
）」「
原
样
（
い
つ
も
ど
う
り
）」
で
あ
る
。
ま
た
、
元
の

日
本
語
文
は
い
ず
れ
も
主
語
が
無
情
物
で
被
害
の
意
味
が
な
い
た
め
、
中
国
語
で

は
受
身
文
に
な
ら
な
い
。（
10b
）（
11b
）（
12b
）
は
他
動
詞
能
動
文
で
「
無
情
主
語

動
作
主
な
し
」
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
他
動
詞
能
動
文
は
十
五
例
で
あ

る
。以

上
見
て
き
た
通
り
、
元
の
日
本
語
受
身
文
で
は
主
語
が
無
情
物
で
被
害
の
意

味
が
な
い
場
合
、
中
国
語
で
は
受
身
文
に
な
ら
ず
、
主
語
あ
り
能
動
文
に
な
る
。

そ
の
主
語
は
、
元
の
日
本
語
文
の
主
語
と
同
じ
で
あ
る
。
日
本
語
文
の
主
語
が
そ

の
ま
ま
訳
文
の
主
語
に
な
る
文
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
動
詞
文
で
あ
る
。

次
に
、主
語
が
補
わ
れ
た
文
を
見
て
い
く
。
主
語
が
補
わ
れ
た
文
は
一
六
例
で
、

そ
の
う
ち
「
人
们
（
人
々
）」「
我
们
（
私
た
ち
）」
の
よ
う
な
不
特
定
の
動
作
主

が
主
語
と
し
て
補
わ
れ
た
の
が
一
四
例
（
八
割
）
で
あ
り
、
特
定
の
動
作
主
が
主

語
と
し
て
補
わ
れ
た
の
が
二
例
で
あ
る
。
以
下
、
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
く
。

（
13
）
a
．  

一
番
年
老
い
た
目
の
見
え
な
い
山
羊
が
冷
え
た
く
な
っ
て
死
ん

で
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。

　
　

b
．  

人
们
发
现
最
老
的
一
只
眼
睛
看
不
见
的
山
羊
已
经
全
身
冰
凉
，

死
了
。

（
14
）
a
．  

番
号
案
内
に
電
話
を
か
け
て
、
住
所
と
田
崎
孝
司
と
い
う
名
前

を
告
げ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
名
前
で
は
電
話
は
登
録
さ
れ
て
い

な
い
と
言
わ
れ
た
。

　
　

b
．  

打
给
查
号
台
，
报
上
地
址
和
田
崎
孝
司
这
个
名
字
，
却
得
知
无

人
以
此
姓
名
登
记
过
电
话
号
码
。

（
15
）
a
．  「
そ
こ
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
人
が
身
を
隠
す
よ
う
に
設
定
さ
れ

て
い
な
い
。」

　
　

b
．〝
我
们
没
有
把
那
儿
安
排
为
长
期
隐
身
之
地
。〞

（
13b
）（
14b
）（
15b
）
で
主
語
「
人
们
（
み
ん
な
）」「
无
人
（
誰
も
い
な
い
）」「
我

们
（
我
々
）」
は
元
の
日
本
語
文
で
現
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
「
发

现
（
発
見
す
る
）」「
登
记
（
登
録
す
る
）」「
安
排
（
設
定
す
る
）」
の
不
特
定
の

動
作
主
で
あ
る
。

ま
た
、（
13b
）（
14b
）（
15b
）
で
動
詞
「
发
现
（
発
見
す
る
）」「
登
记
（
登
録
す
る
）」

「
安
排
（
設
定
す
る
）」
の
目
的
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
山
羊
が
死
ん
で
い
る
こ
と
」「
電
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話
番
号
」「
身
を
隠
す
と
こ
ろ
」
で
、
元
の
日
本
語
文
の
主
語
と
対
応
し
て
い
る
。

元
の
日
本
語
文
で
は
主
語
が
無
情
物
で
あ
り
、
事
実
を
叙
述
す
る
だ
け
で
あ
る
た

め
、
中
国
語
で
は
受
身
文
に
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、（
13b
）

（
14b
）（
15b
）
が
「
主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語
」
と
い
う
能
動
文
の
構
成
で
「
無
情
主

語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
し
て
い
る
。

（
16
）
a
．  

も
し
耳
に
届
い
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
理
解
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
知
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。

　
　

b
．
即
便
传
入
了
耳
中
，
父
亲
是
否
理
解
这
些
话
也
无
从
得
知
。

（
17
）
a
．  

彼
の
歩
行
が
中
断
さ
れ
た
と
き
、
ポ
ニ
ー
テ
イ
ル
は
ド
ア
の
脇

で
僅
か
に
姿
勢
を
変
え
た
。

　
　

b
．
他
中
断

步
时
，
马
尾
在
門
边
微
微
改
变
一
下
姿
势
。

（
16b
）
で
「
父
亲
（
父
）」
は
登
場
人
物
「
川
奈
天
吾
」
の
父
親
を
、（
17b
）
で
「
他

（
彼
）」
は
登
場
人
物
「
坊
主
頭
」
を
指
し
て
い
る
。（
16b
）（
17b
）
で
主
語
「
父
亲

（
父
）」「
他
（
彼
）」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
理
解
（
理
解
す
る
）」「
中
断
（
中
断
す
る
）」

の
動
作
主
で
、
文
脈
に
よ
り
補
わ
れ
た
特
定
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、（
16b
）（
17b
）
で
動
詞
「
理
解
（
理
解
す
る
）」「
中
断
（
中
断
す
る
）」

の
目
的
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
这
些
话
（
そ
れ
ら
の
話
）」「

步
（
歩
行
）」、
元
の
日

本
語
文
の
無
情
主
語
と
対
応
し
て
い
る
。元
の
日
本
語
文
で
は
主
語
が
無
情
物
で
、

被
害
を
表
し
て
い
な
い
た
め
、
中
国
語
訳
文
で
は
受
身
文
に
な
ら
な
い
。（
16b
）

（
17b
）
は
「
主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語
」
と
い
う
能
動
文
の
構
成
で
「
無
情
主
語
動

作
主
な
し
」
と
対
応
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
日
本
語
文
で
は
主
語
が
無
情
物
で
、
被
害
の
意
味
が

な
い
場
合
、
中
国
語
で
は
受
身
文
に
な
ら
ず
、
主
語
あ
り
能
動
文
で
対
応
す
る
。

元
の
日
本
語
文
で
現
れ
て
な
い
動
作
主
が
訳
文
で
主
語
と
し
て
補
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
不
特
定
の
動
作
主
で
あ
る
。
ま
た
、
主
語
が
補

わ
れ
た
文
は
「
主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語
」
と
い
う
能
動
文
で
「
無
情
主
語
動
作
主

な
し
」
と
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
す
る
主
語
あ
り
能
動
文
を
み

た
。
日
本
語
文
の
主
語
が
そ
の
ま
ま
訳
文
の
主
語
に
な
る
文
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が

自
動
詞
文
で
あ
る
。
主
語
が
補
わ
れ
た
文
の
ほ
と
ん
ど
が
不
特
定
の
動
作
主
を
主

語
と
し
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
主
語
が
補
わ
れ
た
文
は
「
主
語
＋
動
詞
＋
目
的

語
」
と
い
う
能
動
文
の
構
成
で
「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
し
て
い
る
。

次
に
、「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
す
る
被
字
句
を
み
て
い
く
。「
有
情

主
語
動
作
主
な
し
」九
二
例
の
う
ち
、五
九
例
が
被
字
句
に
訳
さ
れ
た
。
特
に
、「
有

情
主
語
動
作
主
な
し
」で
は
有
情
主
語
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
意
味
を
表
す
場
合
に
、

中
国
語
訳
文
で
は
例
外
な
く
被
字
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
は
一
四

例
あ
る
。

（
18
）
a
．
母
親
は
彼
が
二
歳
に
な
る
前
に
長
野
県
の
温
泉
で
絞
殺
さ
れ
た
。

　
　

b
．
母
亲
在
他
还
不
到

岁
时
，
在
长
野
县
的
温
泉
旅
馆
被
人
勒
死
。

（
19
）
a
．  

彼
女
は
渋
谷
の
ホ
テ
ル
の
一
室
で
、
バ
ス
ロ
ー
ブ
の
紐
で
首
を

絞
め
ら
れ
、
殺
害
さ
れ
て
い
た
。

　
　

b
．  
在
涩
谷
的
某
宾
馆
的
房
间
里
，

被
人
用
浴
袍
腰
带
勒
住
脖
颈

杀
害
。



日
中
対
訳
小
説
に
お
け
る
受
身
文
の
対
応
性
に
つ
い
て

一
〇
八

（
20
）
a
．  

最
初
の
銃
撃
で
は
、中
国
製
の
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
自
動
小
銃
に
よ
っ

て
三
人
の
警
官
が
射
殺
さ
れ
、
二
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
。

　
　

b
．  

在
最
初
的
枪
战
中
，
三
名
警
察
被
中
国
制
造
的
卡
拉
什
尼
科
夫

自
动
步
枪
射
杀
，

名
身
负
轻
重
伤
。

（
18b
）（
19b
）（
20b
）
で
主
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
母
亲
（
母
親
）」「

（
彼
女
）」「
三

名
警
察
（
三
人
の
警
官
）」
で
、
い
ず
れ
も
有
情
物
で
あ
る
。（
18a
）（
19a
）（
20a
）

で
動
詞
「
絞
殺
さ
れ
」「
殺
害
さ
れ
」「
射
殺
さ
れ
」
は
（
18b
）（
19b
）（
20b
）
で
そ

れ
ぞ
れ
、「
被
勒
死
」「
被
杀
害
」「
被
射
杀
」
と
訳
さ
れ
た
。

劉
他
（
一
九
九
一
：
六
四
三
）
で
は
、「〝
被
〞
構
文
は
主
語
か
ら
み
て
不
愉
快

或
い
は
被
害
な
事
柄
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、（
18b
）（
19b
）（
20b
）
で
受
動
標
識
「
被
」
字
が
使
用
さ

れ
た
理
由
は
、
主
語
に
と
っ
て
命
の
な
く
な
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
被
害
だ
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
被
字
句
の
使
い
方
と
合
致
し
て
い
る
。

５　

ま
と
め

本
稿
は
日
本
語
小
説
『1Q84

』
と
そ
の
中
国
語
訳
本
を
資
料
と
し
て
、
漢
語

サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
の
訳
文
を
抽
出
し
、（
1
）
日
中
同
形
語
の

漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
、（
2
）
全
て
の

漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
を
調
査
し
た
。
日

中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
に
つ
い
て
、
何
（
二
〇
一
二
）
と
の
比
較

も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

（
1
）  

日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
日
中
同
形
語
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
の
う
ち

55
・
8
％
が
中
国
語
訳
文
で
は
能
動
文
で
訳
さ
れ
て
い
る
。
日
中
同
形

語
一
九
九
語
（
異
な
り
）
の
う
ち
58
・
7
％
が
中
国
語
訳
文
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
。
中
国
語
訳
文
の
う
ち
二
〇
八
例
（
52
・
8
％
）
で
日
中

同
形
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
結
果
は
、
何
（
二
〇
一
二
）
よ

り
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
が
生
じ
た
の
は
、
用
い
た
資

料
の
性
質
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）  

全
て
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係

に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
日
本
語
版
『1Q84

』

の
漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
で
最
も
多
い
の
は
「
無
情
主
語
動
作
主
な

し
」
で
、「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
前
者
は
能
動
文

で
、
後
者
は
受
身
文
で
訳
さ
れ
て
い
る
。「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と

対
応
す
る
能
動
文
は
自
動
詞
文
で
、
元
の
日
本
語
文
の
主
語
が
そ
の
ま

ま
中
国
語
訳
文
の
主
語
に
な
る
こ
と
が
多
い
。「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」

と
対
応
す
る
受
身
文
は
被
字
句
の
受
身
文
で
あ
る
。
日
本
語
文
で
は
い

ず
れ
も
主
語
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
表
す
文
で
あ
り
、
命
が
な
く
な
っ
た

と
い
う
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
た
め
、
中
国
語
訳
文

で
被
字
句
の
受
身
文
で
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、小
説
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
使
用
状
況
、「
無
情
主
語
動
作
主
な
し
」

と
対
応
す
る
主
語
あ
り
能
動
文
と
、「
有
情
主
語
動
作
主
な
し
」
と
対
応
す
る
被

字
句
を
考
察
し
た
。
今
後
は
デ
ー
タ
を
増
や
し
、
資
料
の
ジ
ャ
ン
ル
を
広
げ
て
、

漢
語
サ
変
動
詞
の
受
身
文
と
そ
の
中
国
語
訳
文
と
の
対
応
関
係
を
調
査
し
て
い

く
。
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注（1
）『
北
京
大
学
コ
ー
パ
ス
』
は
、
北
京
大
学
中
国
語
言
語
学
研
究
中
心
に
よ
る
開
発
さ

れ
た
コ
ー
パ
ス
で
、
現
代
中
国
語
コ
ー
パ
ス
と
古
代
中
国
語
コ
ー
パ
ス
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
現
代
中
国
語
コ
ー
パ
ス
は
新
聞
資
料
が
中
心
で
あ
り
、
他
は
話
し
言
葉
（
北
京

方
言
）、
文
学
作
品
、
翻
訳
作
品
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
設
計
に
つ
い
て
は
、

俞
士
汶
・
段
慧
明
・
朱
学
峰
・
孙
斌
（
二
〇
〇
二
a
）、
俞
士
汶
・
段
慧
明
・
朱
学
峰
・

孙
斌
（
二
〇
〇
二
b
）
を
参
照
。

【
参
考
文
献
】

飯
嶋
美
知
子
（
二
〇
〇
七
）「
論
説
文
の
訳
文
か
ら
見
た
受
動
文
の
日
中
対
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